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生鮮農産食品の貯蔵に．関する研究  

Ⅴ 数種京菜の探牧后に於げ，る呼吸作用に就いて  

緒方邦安、今軍曹郎  

Studiesonthe storage ofperiShable a・griculturalproducts．  

V Studieson、the respiration ofsome  

Vegetables after harvesting  

蓋y  

Kuniyasu OGATA and rIbtuoIMAYUKI  

（Laboratory of HorticulturalProducts．）  

Ⅰ緒  言   

植物体に於ける≡大生理作用の一つたる呼吸作用は，生物界に於けるカ源的代謝の略・一のものセ  

あることはいふまでもない．その呼吸作用は，⊥般勤柊吻体に・潔けると同様，具笑顔茶寮の如きも  

のにあっても，生活成熟作用の指棟として見倣される所．奴のものである．  

：果実前菜斯が種々め目的に応じて，夫々栽曙生産せられるが，之が収穫貯蔵せられたる后に於け  

る生活作用は，最早外部よりの栄養物の供給が杜絶せられるのみならず物質の組成作用が殆んど行  

はれす，果菜体内に起る生理化学の諸作用蛛殆んど簸てが既製物質の分解作用である・   

然し，其の程度は，讃嘆の制約を受けることが多いため，各感墳要素下に於ける多数の結果が待  

望されるが，又同一環境の下に於て，各要因を分析的に測定した数値も呼吸作用に許する知見を増  

す上に食重な事と考へられる．   

この意味に於て，筆者等匪，今回特に各渾の武井が，探放后同一温度下に置かれた場合，その各  

々が如何なる呼吸作用。を営むか叉姦気申の強度の多寡，包袋の有無，熟度の相違等によつて，如何に  

呼吸作用が影野せられるか等について，2，3の冥験を「行ったので，次にその結果の概要を報督する・   

錦糸研究は「生鮮鼻藍良品の貯掛こ関する研究」の一部として行はれたものでその報背に・あたり，路始御懇籍   

な．る御指導と御杖関を賜りたる恩師京大教授私本是賢帝博士に深甚なる謝意を表すると共にり芙鹸に助力された本   

学副手三好準正，山圧ほ配≡の両君及び栽培の任に当られた同学副手細川保雄常に・対し感認の意を表す・  

Ⅱ 突放材料及方法   

本契験に供した京菜はすべて香川選  

科大学圃場忙生産せられたも0）で挙る・  

何れも晴天の日をえらび，拭紛当日，  

早朝圃場より，概ね出荷熟度に・達せる  

ものを，叉必要に応じ，それより貰忙  

未熟のものを探」放し直ちに250Ct下の  

恒温下に．おき歳末件の上略々250Cにな  

るをまって実験を開始した．   

而して貯蔵坊間申は可及的250C下  

におく梗に努めたが，20～250C，漁  

度65～7’5％■の範囲の変化はまぬがれな   

第1表 実 験 村 料  
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かった．然し呼吸作用測定の場合忙は常に250C±0，50Cとレた．．   

今之等供試験材料の概要を示せば第1表の通りである．   

呼吸盈の測定方汝としてほ，従来多くの研究者によつて踵々の方津が考案せられているが．こ†  

で昧種類の異なった多くの所業を同時に此奴的公平に行払得て，而かも操作の最も簡便なる測定方  

法を探用した．その方法はまったく前報（14）に準ずるもので，測定の都度11g容のヂシタークに苛性  

加盟溶液と共に収容し，菓茶覇並びに果菜類にあっては2～3時間，根菜類にあっては3～5時間の后，  

苛性加盟を塩酸にて滴定した．   

而L・て測定にはなるべく1kgの材料を用ひる様にしたが，葉菜類の如く極めて容積の大なるものに  

あってはこの限りにあらず，又接収后に於ける日々の呼吸作用は常に午前中に．於けるそれむ以て代  

表せしめた．倫呼吸畳妊すべて，250c下に於ける1kgl時間排出CO2盈mgで表はすこと1した．  

皿 英験結果並考察  

1，数種読菜の採放置偏に磨ける呼吸作用   

まづ各種京菜の採牧歯虐に行ほれる呼吸の多寡仕っいて見畠に，第2表に示される如くである．  

即ち珠牧直居に於ける呼吸作用は，′京  

菜の踵弼に：よって著しく相違するものせ  

千差万別である．然し概して葉禰に於  

て多く，根菜類最も少く，：果菜類は大  

凡そ，その中間にあることが窺はれあ．  

この事は眈VC．PLATENUS氏（20）によって  

も報告されてゐるが，根菜弊の比餃的容  

易粧貯蔵せられるに謝し，葉菜覇の貯蔵  

困難なる事実と照合して注目すべき事で  

第2表 数経読其の掠牧階后に於ける呼吸盈  

堅」品  種農道讐撃墜翌壁  
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65．62  
160．．57  
137′ 72   

9．53  
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68．49  

設篭 ある・而して葉紫塀に於て勘甘藍，玉  

宗i莞警憶熊川忘等  
24．．87  

100 一痛  257．64  苗畳の如き結球性の葉菜は・，他の体茶，  

歳費草の如きものに此すれば造に低く，休業は計藍の約2．5倍もの呼吸を行ってゐる．これは明かに  

汚粍の度の著しきことを意廃するものであり，休業，章褒革等の甘藍に比し貯蔵カの劣慈なるとと  

は蓋し当然である．   

かゝる現象は種々なる原因によって惹起せられるであらうが，葉菜類紅於ける呼吸作用は主とし  

て実の姦面に存在する気孔に．よって行はれるものなるが故に，索面積の大小が多分に関係するもの  

とも冨はねばならぬ．清水氏（18）はこの点に閑し，種々なる葉菜常に於て，単位両横当りのCO2呼雌  

蕊は確・々同一なる事を認め，同一重恩に於で大なる表面積を示めるもの程CO2呼出畳の大なる：事を  

報告した，   

これによってみれば，上記結果は山応の説明がつく．叉この事は只に葉菜類に於ける種覇の相違  

によるのみならず周一種準についても，晶鍵，系統によって同様の事が富ひえられるものと息はれる．  

第3表は高富について結球牲及び不結球  

性の両品種について，郷党した結果を示し  

たもので，明かに不結城性品種は結球牲の  

それに比し2倍強のCO2を呼胡し，邁に旺  

盛な呼吸作用を営んで居ることが判る．叉  

之は体菜，謹啓草のそれと略貞匹敵する価  

第3表 玉苗茸及縮素点萱の呼吸量  

結集高嘗  
ソ）（ブラック．シ＿．チット．ジムソソ）  

mg■  

154．．60  
90．38  

103．30  

mg  
339∩ 86  
137ひ 61  
1触．10  

を示して屠るものである・成業常に於ては塾菜類と異なり，極めて僅かのCO2を呼出するに：過ぎず，   
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馬鈴馨，盈萌の如きほ休眠貯蔵絡官としての特質を．暗示してゐる・   

叉長英薪は上述の如く，概ね葉菜類と成業塀の中間にある薇であるが，農業額の中でも，黎茄は  

比較的低いものi一一づであり，蚕豆，菜豆の如き董科作物は共に著しく大■で，家面積大なる菓菜耕  

と弊似する．たゞ可なり、旺盛なる呼吸作用を営むにも拘らず，容易に萎凋，変質し難き点は集茶類  

と本質的に相異するものである．   

伸展茶掛三於ける呼吸作用は，果菜の形状乳質等に応じ夫々呼吸横棒も異なるであらうから，藻  

茶敷に於けるが如く，単に表面積の大小によつで一概に・諭する訳にはゆかないと思ふ  

更に呼吸作用に関連して優姿な執ま，呼吸熱の発生である・呼吸忙依って得られるエネルギ－は  

種々の生活現象にむけられるが，GREENE氏㈹等匪熟慮計を使用レて果実就業顎の濁熱盈と呼吸  

に．よつで得られるエネルギーの計乳盈と比較して，呼吸に依って得られたエネルギーの殆んど全部  

が熱となる罫朗旨摘し払今上記実験結晶の呼吸量を基礎にしてその熱量及び拍費せられる葡励精  

盈を算潤して同じく第2衣に示した・   

斯の如く製茶顎は固形物合盈の少いに拘らず，多段の物質を瀾賛するが故著しく衰易者の度の促進  

せられる経典となる．故にかゝる作物の牧約，荷遁り，塀充，輪法等に関しては特別なる注意が払  

はれねばならぬこと1なる．  

2 数嘩筑巣の採収后に磨ける呼吸作用の消長   

次に之ら新茶が，その后呼吸作用の上に如何なる滑長を示すかにつき約10日間にわたって観測し  

た．その成績ば第4衣に・示す通りである・  

上表を通健するに，殆ん  

どすべて甲蔀菜は接収后第  

1日に於て急激に減少し以  

後匪漸減を示すものと見ら  

れる．而してそ・の変化の程  

度は礎常によつて各々異な  

る．今各種諦茶の減退の程  

度を明かにする焉に．，疎放  

当日を100として呼吸減退  

の割合を算出すれば，国表  

括弧内数字の如くとなる・  

之によってみれば，体葦の  

減少は最も顕著なものであ  

るが比較的長期貯蔵に．耐え  

る根葉額にあっても可なり  

野著檻減少してゐることが  

判る．たゞこの場合，属鈴  

第4表 数種疏茶の採牧後に於ける呼吸量の変化  

CO2排出澄mg／kg／b】■■（ノ・内数字ほ呼り  

1∴ぎj 
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14059  
し1000）  

48．9声  

り．UO．0）  

96．24  
rlOO．0）  

235．51  
（1り00）  

茄 子   

琵部  

署 苺   

蚕 豆  

92   

126．30】121．さ1  197．21  
f83．7）  

15．34  
（53．6）】（51．．  

5．80  
（40．1）  
5．53  

（22…2）  

6，82  
（47．2）  

1（）．．77  

（43小3）  

59．．41  
（59．1）  

底鈴攣  

葱 頭   

人 参  

（100．0）  
24．87  

（100．0）  
10u．46  
（100．0）  ＝t  

薯，葱頸等の如きものは所謂休眠に入る道程を示すものであるが，体発等の葉菜類に於てはその滑  

耗の庶の著しき寄を二物語るものとレ㌧ふべく，その后呼吸ば再び上昇してゐる・これは曙敗の徴候を  

示すものであり，呼吸作用以外に腐敗分解の結具生するものと解し得られる・   

十王採政后，日時の辞退に伴って生する重畳の変化状態は，第5表に示す如く，絵じて葉葦異に・於  

てその減少最も多く，根菜薪に於で少なく，果菜類御許々中間にして呼吸作用の多寡と概ねその傾  

向を同じくしてゐる．之を要するに，呼吸作用の群落なるものは同時に蒸散作用も旺盛にして，か   
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ゝる摂家作物体の著しく貯蔵期間の短縮せ  

られることが館腰れる．  

冨，採収唇に放ける呼吸量の日攣化及濁   

度の多塞と呼吸作用   

探枚政信1日間に於ける呼吸盈の変化状  

懲及び強度の多寡が呼吸作馴こ．及ぼす影響  

について，滋≡陵草，及び茄子㌧を供試材料と 

して実験を行った・その成瞭昧第6，7表の  

如ぐである一．   

まづ亜校革砿つ小てみるに，諒牧直居の  

呼吸盈日変化捻対照，漁潤の両区とも精々  

趣を異にするが，いづれも収礎后は急速に  

減遡及始めるものである．かつて増田氏（岳）  

は，頚改革と白茶とについて新鮮状態と生  

鮮品の愚直の4／5並びに8／4に予措幹燻し 

た状態に茶ける呼吸盈な測定し，いづれも  

弱乾燥によって呼吸作用の逓減することを  

報告したが，上記籍黒も探赦后時間の経過  

に件って水分の蒸散が行はれると共に，呼  

吸が如何に減退して．いくかを如賢に示して  

ゐるものと思はれる．   

而して対照，潔潤両区に於ける呼吸比率  

は明かに后者に於て頼潜で前者は極めて按  

慢である．即ち対照区はゃ虐2～・4時頃にか  

軒で液も減退（約4割）・を示すが，その后  

をま1時的に饉町上昇するが殆んど変化虐示  

すことなく翌朝に至る．擬潤区は既に午后  

2時頃には約年滅し更に翌朝にかけて除．々  

に減退する，つまり擬潤区は対照区に比し  

第5素 数種凝茶の探牧后に・於ける雷盈減少率  

戯旦垂塵越生堅⊥整〕  

抹枚挙日毎1日塵2日   

5．S】10ル5  1三i．7i16．7  

5．Ol¢．0  

應鈴著 葱′蛮 人 参  王：31去：g；芸二望   

第6家 裁改革の異なれる渥皮下に於ける呼吸     故の日変化  

呼  吸  丑！呼吸此療1蒸 散 丑  
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卜い・・・・： l  、・・： ：二  対照区l海潤区   
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266 00 
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1（i5．60  
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1（）725  

mg  
27S．．50  
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13846  
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123．16  
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1LS，．93  
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●  

100，0  
71トl－  

61．2  
61．．6  

64一．6  

65．6  
68 1 
67い6  

62」．S  

63（）  

63．0  
漏潤区；95土2％）  

第7表 茄字に於ける線度の多寡と呼吸作用、   

呼L 吸 量i呼吸比率l蒸 散 畳   

測定日≠忘扇  漁潤区  
－‾▲   

宛   
0．．0   

0小0  0．．0   
0．．0   

0．0    軋0  

∴● 
、  

対照区∃滝潤区  

；ニーニ∴－1手・二‥∴∴‥‥・ご・・二                                            ≡               －   1  

2 8りい281072りf 635  79．2  
57．7  
5S．．8  
47．5  

4＋  76．．錦 781  
¢ ‥ 7279≡ 75…6  

5‘13  

51“8  

虹 些二山里j一旦竺j  む⊥⊥」＿▼  ，  

（対照区‥東面ラすてi詩才訂撞湖底∵妬功  

それ文呼吸作用が抑制せられることゝなる．1   

次に茄子について濾壁の多寡と呼吸作用との関係をみるに■．，第7衣に示す如く′，両区いられも漸戎  

減少するが，涼潤区は対照に此しむしろ呼吸が大となっている．この点倭凄革に於ける場合とは棺  

貞趣を異にする・然し乍ら，対照区の茄子は日時の経過と共に贋盈次第に減少し鼎契は弛虚し管し  

く商品価値の低下するに反し，渥潤区の茄子偲第8日居と雄も，色沢は朽ノ々劣変すろも全然戎盈を認  

めず果実は弾力を有し充分そ・の価値を保持しえた．   

この事欝より考へるとき，茄子願の如き果菜に．あっては，むしろ操虔を∴成る程庶高めること浸よ  

り，探牧后と碓も，より積極的に生活作用が営まれ・ること1推察される．従ってたとへ呼吸最が対  

席区に此し・大であつ■ても，実質的には消耗され発きことを意味するものでないかと思はれる．   

洩歴と呼吸作用との関係については，いまだ多くの研究をみないが，松本氏（1℡〉並び濫．・大村忠17）の  

貯蔵柑橘典共についての報督紅よれば，いづれも多濾の場合に匝呼吸盈は増加するといふ．こと近  

松本式は，柑橘農実は多額の茎気中に於て鱒典皮部の生活作用感んとなり，その結巣，呼吸妾宅檜   
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し兵曹怯早く滑失するものなれば，収席溺■適当なる風乾予摺をなすべきであると言及L・た・   

上記茄子顧の場合は恰もこれに類似するものと腰はれる・   

－1方鍍泉貯4）の実験によれば，甘頗塊根のCO2呼出蚤は6～250Cの温度変化並びに95～52％の限  

度変化に於てもま，15～250Cの問では温度による影響が主であるが，6J～150Cの間では爆慶による影  

響が大で，いづれも各温皮下に・於て梶度の高き程，CO2呼出畳の少ないこと・を認めている・   

かくの如く，潟度の多寡は，各種諏其の性状により，夫々相異なるものであるから，温度の場合  

の如く，決定的且つ習堰的な結論ほ見い出し難い・   

たゞ鋸掛二過ぎれば病原菌等の蕃殖被審を容易ならしめ，必ずしも好結晶を得るものでないが，  

夏季乾燥に過ぐる様な場合にほ，萎凋し易き具柴又ほ繁栄芙削こあっては，むしろ撒水乃要は浸水し  

て茎気申の限度且高めることによ．り，ある程度外観を∴良く保持せしめ得るものである・  

ヰ，抹収后に効ける包装の有無と呼吸作用   

成る程の蔀菜，例へば比較的単価の霹凱、促成品等にあってほ塵々各時の包装紙によって包装出荷  

せられるが，この包装と呼吸作用との関係について契験した・   

供試材料としては開花后10～ユ．用后の1偶平均ま盈31．5／匁凝虔の胡瓜及び開花居15日后の17・7匁  

程度の比較的若取りの茄子を用ひた・   

第8表はその結果を示したものである・  

上記によれば，明かに採  

取盾に於ける包装の有無は  

叉債援呼吸作用の増減に関  

係を有するもので，胡瓜，  

茄子いづれの農業も包装に  

ょって軽吸作用ほ抑圧せら  

れた．   

然し雨具発とも，実際貯  

蔵上には包装によって若干  

の効選ぼもたらされるもの  

1，呼吸麓として衣はれた  

数字の差異程その効：泉は謎  

められなかった．躍ってこ  

第8寮 採牧后の胡瓜、茄子に．於け‾る包装の有無と呼吸作用  
■ 
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翼長二‰攣臥蓬 
．．＿＿  

1、の場合・，・包装はむしろ輪途中の荷傷みを防ぐと共に商品価値をこ同上せしめるに役立つものであるが，  

併し亦，既報（14）の如く，蕃茄過熱の如き場合には，包装梱包條件によつても可なり追熟度並・ぴに日  

韓に影≦響されるものである．  

5，採収時に於ける熟度の相違と呼吸作用   

歳末の採牧后に於ける呼吸作用は．，探故障に於ける熟度の相違に・よっても影響せられるものと息  

はれる．尤もこの場合，武井の踵斯によつては，その食用に供する植物体のStag・eが夫々相異なる  

が故に，之を一律に比餃する番は困難であるが，茄子，蕃茄，革苺の農薬類及び忍野，人参の頗茶  

斯について実験を試み．た・   

茄子は開花后，15日及び25日の具実を6月19日同時に採牧供試し，便宜上執着を早探区（18匁）后  

者を所謂出荷熟度区（2′7匁）と区別した．   

蕃茄甘前報（－1）熟変の基準により緑熱典及び催色具を7月19日間時に採牧供試した・   

草符は周場忙於て僅かに催色む始めた具共を殊牧し，過熱に伴ふ呼吸作用の変化を測定した・   
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葱頭ちま探牧靭を5月21日，5月30日，6月5日，6月13Elの四靭に分ち収穫供試した．各吸塵時期に・於  

ける：教頭体の様相教示せば次の如ぐである・   

5月21日：未だ菓葱頭の様相を股せざるも集部先端僅かに黄色を帯ぶ・   

5月30日；茎英資変を始むるもいまだ倒伏せす・   

（i月悶；茎葉緑色黄色相卒ばに達し倒伏を始む．   

6月13日；茎薬殆んど枯死し鱗茎は充実す．   

人碁は6月7日（26匁）及び7月5臥（56匁）の両時期に探収供試した・   

今その結果を示せば第9．10表の如くとなる・  

まづ泉茶常についでみる  

にり茄子，蕃茄共に．所謂出  

荷熟度とみ．なされ得る  

stageのものにあっては．，  

他の多くの京菜の場合に於  

けると同株，探牧后ほいづ  

れも漸減レている．然るに｝  

早探具にあっては採倣后む  

しろ一一息呼吸の上昇を示し  

居城少するの償向が嚢はれ  

第9表 探牧時に於ける二、三就業の熟度の相違と呼吸作用  
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第10表 草苺の温熱と 

呼吸作用  
る．  

同様の寒が草苺に於ても認められる．．たゞ草苺の場合には，樋  

蜃互車］垂］車重 めて成熟作用の著しきものなればその変化が鵬・両日中佐表はれて  

彗晋（・き二㌫溜諾宏乱3…：雲貰 いる・然し茄子具にあって勘早採りも糾荷熱度最も，茄子自体  
の生理的立場からいへば，共にいまだ未熟状態であるが故に，こ  

点注意すべきである．いづれにせよ，上記結果は植物・一一世ノ代申の  
剰日給㌶胤慧熱劉王言：芸ヲ  

異なった時期に就いての測定であるから，蔀茶の種類によって，  

その熱度の相異による結晶を一・律に．比較対照する執ま．甚だ至難な事とい除ねばならぬ．   

一方，根葉類に於ては葱頭，人塞共に収穫期の・早きもの程呼吸作用の旺感なる傾向にあるが，収  

穫靭の早晩，即ち熱度の相違に拘ら・ず，いづれも漸次減少し，茄子，苛茄，翠苺の如く探収居と雉  

も，－．旦呼吸意の増加をみる二審ほ．出来ない．   

以上0）諸点， 生育中に於ける呼吸盈の変化が，BLACKMAN and pARIJA氏（2）の行へる翠農，  

GANE氏（6）によるバナ1，松本氏（10）り1）vc，よる桃，和黎，廿世紀についてみるが如く，叉GUSTU・ 

FFSON氏（5）及び／ト河原氏（15）による苛茄についてみるが如く，その未熟より完熟に移行する際，或  

ひは完熟筋に於て何れも－つのpeakをみているに反し，APPELMAN and MILLER氏（1）の馬鈴  

薯，飯泉氏（4）及び中氏く13）の行へる甘藷に．於けるが如く，未熟より成熟こつれて次第にその呼吸亀城  

過し何らpeakの認めざるこれらの事と照合すれは，吾人が成熟果実として食用とする挙兵，バナ  

⊥，桃，梨，巻茄，草苺等と，成育期間中に食用に供する胡瓜，茄子，甘藷，馬鈴薯，～葱頭，人碁  

等とはその呼吸作用の上に於て，只に生育斯間中のみならず，採収后と雉も叉一般に傾向的■茸t異あ  

る事が窺ひ得る楼である．  

Ⅶ 摘  要  

（1）体井，藷鼓草，嵩畳，甘藍，胡瓜，茄子，蕃茄，笹苺，蚕豆，菜豆，馬鈴薯，懲頭及び人釜の  

扱疎読菜について，250cの恒温下に於て採牧直居並びにその后に於ける呼吸作用について測定し，   
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呼吸による発生熱盈及び葡恕糖滑費螢むも算出して－，その各々の生理横樺の一班を究めた・  

ぐ2）凍牧隆信に於ける呼吸螢は概して菓茶顆に最も多く，休眠期を濁する枚英数最も少く，鹿茸類  

は略々その中問に・ある・しかし家電，茶豆の如き茸科作物は共に著しく大で集茶斯と類似する○こ  

の事ほそれら成東の貯蔵性を意味すると同時に，呼吸量高き集末弟に於てはその荷造り，奨充，輸造  

辱拡特別なる注意を要するものである．  

（3）纂菜顆に於ては周一蚤盈に於て，大なる表面積を占めるも0）経呼吸盈は大で，体茶，滋彦革等  

は結球性の為畳，甘藍に此し造かに高い、又同一ノ笹類に於ける品位間についても同様のことが雷ひ  

稗る畢を償畳に・ついて確認した・  

（4）株疲串鱒於ける呼吸作用の消長俸殆んどすべての京菜は掛剣吉第1日に於て急激に減少し，以  

后ほ漸次減退する・鱒してその減退の慶は梅軒によって大いに異なる・  

（5）同・－・温度下に於ける温度の多寡によっても呼吸盈は兵なる・渡改革に於て匪混潤ほ常娘に鱒し  

呼吸作用は抑圧せられ畠が，茄子に於て1玖むしろ呼吸作用は促進される．′然しこの場合，たとへ呼  

吸作用旺盛なりと輝も，常醸に此し相当期間新鮮状態濫保持し得た．  

（6）採牧唇に放ける包琴の有無妹又直接呼吸作用の増減に関係を持つ・胡爪，茄子小づれも包装匿  

よって呼吸作用は逓減した．  

（7）探故障に．於ける熱度の相違は，京菜の横瀬匿よってその后妃於ける呼吸作用を異ならしめる．   

茄子，呑茄匿ついて，出荷適熟典はいづも掠牧后呼吸をま漸減し，呼吸のpeak捻認められないが  

同じく茄子茄蕃，草苺の早搾典では一つのpeakを認める．   

然るに，教頭，人誌にあっては熱愛の如何に拘らず上記現褒は．認められず，採収ノ音は漸次減少し  

たに過ぎなかつた．  
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RESUME  
Studiesonthe respiratoin ofsome Vegetables after harvesting  

1・In order’tO undeIStand the physiologicalmechanismof vegetables such as pak－・Choi（Bra・   

SSica chinensis L・），Spinach，1ettuce，CabbageS，egg－・Plans，CuCumbers，tOmatOeS，StraWber・r・ies，   

Straight beanS，Stringbeans，POtatOeS，Onions andcarrots，r・eSpiratoryintensitvimmediately   
aftertheharvestingandduringStOrag1ng・peIiodwasmeasur・ed under theconstanttempera・   
ture250c．，also during・measurement the calorie generated from them and the amount of   
glucose that might be consumed were calculated．  

2・The respiratoyintensityimmediately after harVeStingwas proved positively as follows：  

Leaf vegetablesshowedthe gⅠ■eateStrateintheintensify，While root・Vegetablesthat had   

the nature of quiescencyperiodindicatcdtheleast，andfruitvegetablesstood betweenthese   
two grolユpS．  

Ontheotherhand，thein七ensityofbeanSSuCh asstraight beanS and stringbeans was   
rather greater andwas evenly matchedwith that ofleaf－・Vege七島も1es．   

Thisfactindicatesthedegreesofkeepable qualityOfthosedifferentgrOuPSOfvegetables．   
TheI・eforethismustbetakenintoconsiderationwithregardtotheir・StOragPe，p声Cking・and   

tT・anSpOI’a、tion．  

3・Withleaf”Vegetables，it maybesaidthatthegreater thesurfa・CeareaOfavegetable，the  
laIger theamountof CO2eXpiredin caseof thesameweightofsamples．  

Spinach and pak－Choishowed greater rats ofintensityascompairedwiththeheadlettuce   
and cabbagIeS．‡twas prIOved by the experiment with thelettuce that the above fact could   

be folユnd amongvarieties of differenこSarface area．  

4・ItwasfoundinmostvegetablesthattheIeSpir・atOryintensitygeneraliydecreased rapidly   
OnthefirstdayafteIharvestingand g’radually after wards，butthatthedegreeofdecrease   
differed markedly accordingp to the sort of vegetaも1es．  

5・The respiration of veg・etables seems to be greatlyaffectedbythe humidityintheair   
under the sametemperature．  

Withspinach a higher moisture retardedthe rateofrespirationascomparedwith theno・   

rmalconditionof atmosphelic moisture，While with egg・－Plants the phenomenon reversed   
entirely，buteveninthiscasethefruitkeptitsfreshnesswellfoI・aCertainperiodinhigh・   
er moisture thanin normalcondion．  

6・Therateofrespirationiscontrolledgreatlyl）yWrappingthefruitinacertainpaper．It   
WaSprOVedintheexperimentwith cucumbers and eg・g・plants that their respiration wa＄   
retar・ded by・this process．  

7・ThedegTeeOfripenessaffectedtherateofrespirationofcerItainveg・etables．   
Atthehardripestag・e，egg・－plantsandtomatoesindicated gradualdecreaslng tendency  

inlapse of timewithoutapeak after harveSt，While rather g・reen fr・uit of egg－plants，   
tomtoes and strawberriesindicatedincreaseatthe beginning and decrease afterwards，   
Showing■a peak 

Ontheotherhand，Onionsandcarrotsshowed decreasingtendencygradually regardless   
Of theirIr・lpeneSS．   
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